
旧システムとの変更点や新システム初回利用時注意していただきたいこと 

 

１． 新システム移行後、ＩＤ及びパスワードが変更になります。 

新システムは、３月１日以降しかログインできません。新システムに引き継がれたＩＤは、旧

システムで登録されているメールアドレス宛に通知されます。（２月中に送信予定） 

また、ＩＤは旧システムのＩＤを引き継ぎますが、桁数が６桁となり、従来のＩＤの頭に「０」を

追加し、６桁にします。 

例１： １２３（３桁） → ０００１２３（元のＩＤに０を３つ追加する）  

例２：２３４５（４桁） → ００２３４５（元のＩＤに０を２つ追加する） 

 

２．新システムで、初回ログイン時に旧システムで使用していたパスワードは使えません。 

新システムのＩＤの通知の際に、仮パスワードが発行されていますので、初回ログイン時

は、通知された初回パスワードを入力し、パスワードを更新してください。通知は２月中にメ

ールをします。 

 

３．旧システムで予約したものもスマートロックの対象となります。 

旧システムで予約したものについても、スマートロックによる開錠の対象となり、従来の

鍵の学校や公民館でも鍵の貸し借りは行いません。（ナイター施設については、スマートロッ

クを導入しませんので、従来通りの方法で鍵の貸与を受けてください。） 

ただし、旧システムから予約をしたものについては、スマートロックの暗証番号通知メー

ルが届きませんので、３月１日以降、新システムにログインして、使用する予約日時の暗証番

号を確認してください。 

 ※利用者地区別調整会議にて、旧システムで予約したものもメールが届くとご案内しました

が、誤った情報でしたので訂正いたします。 

 

４．スマートロックの暗証番号の有効時間について 

スマートロックの暗証番号の有効時間は、暗証番号送付メールに記載されています。 

1 分でも早い場合や遅い場合には、操作ができません。①「スマートロックの開錠」、②「鍵

の取り出し、体育館等の解錠・施錠」、③「鍵をスマートボックスに戻し、スマートロックを「確

定」ボタンを押してロック」の①～③の一連の作業を時間内に行っていただきますようお願

い致します。 

 

５．スマートロックに入力する暗証番号について 

新システムにより、発行されるスマートロックの暗証番号は、予約毎に毎回異なる暗証番

号が発行されます。 

なお、スマートロックで開錠できない場合として、想定されるケースは以下のとおりです

ので、予め確認をお願いします。 

  ・使用日時・施設が異なる予約の暗証番号を入力している。 

  ・暗証番号の有効時間外に入力している。（許可を受けた施設の使用時間外に入力） 



→退出時の施錠ができない場合は、未施錠で帰ることなく、必ず市役所へ連絡し、スポー

ツ振興課の職員の指示に従ってください。 

     島田市役所代表電話（２４時間対応） ０５４７‐３７‐５１１１ 

  ・従来からスマートロックを導入していた施設で、団体毎に与えられていた暗証番号を入力

している。（新システム移行に伴い、団体毎に付与していた固定の暗証番号は無効となっ

ています） 

 

６．開錠する箇所が複数ある施設のスマートロックに入力するについて 

体育館の中の卓球室のように複数個所の箇所の開錠が必要な施設については、それぞれ

の入口の横にスマートロックが設置されていますが、同じ暗証番号でスマートロックの開錠

が可能です。 

例えば、スマートロック①（体育館入口）、スマートロック②（卓球室）の場合に、予約時に発

行される暗証番号は、体育館の予約の場合①のみ開錠が可能、卓球室予約の場合①及び②

の開錠可能となります。 

 

７．スマートロックによる入退室の管理について 

実際の鍵の開錠の有無にかかわらず、使用団体が入室及び退室した際に、タイムカードの

ように記録を残すため、施設の施錠をしない場合も入室時及び退出時にスマートロックの

操作をしてください。スポーツ振興課で使用状況について確認を行い、操作記録がなく、日

誌の記入もない場合は、無断キャンセルとして判断させて頂きます。なお、卓球室や格技室

のように複数個所のスマートロックで操作する施設については、ログを残すための操作につ

いては、１か所操作していただければ問題ありません。 

なお、スマートロックによる入退室管理を行いますが、日誌については、施設状況の報告

を目的としていますので、従来どおり記載をしてください。なお、日誌に記載する予約番号

とスマートロックの暗証番号は異なりますので、ご注意ください。 

 


